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○ 「慶讃事業計画書(案)」中間報告 慶讃推進委員会で確認 

各組において中間報告会が開催される 
三重教区慶讃事業推進委員会では、1 年以上を

かけて「教区・別院慶讃事業計画書（案）」の内

容について協議してまいりました。２月６日開催

の委員会では、これまで４つの部会（教学教化・

参拝儀式・広報・教化機構検討）で協議してきた

内容と予算（試算）を取りまとめた「慶讃事業計

画書(案)」について、委員会全体で確認を行い、

まだ詳細について決めなければならない事項もあ

りますが、計画（案）の概ねが完成いたしました。 

                             委員会の様子 

すでに、２月９日より、各組において中間報告会が開催されています。報告会では、

委員会委員より、「慶讃事業計画書(案)」の説明が行われ、参加された住職・坊守・僧

侶・ご門徒から様々なご意見をいただいています。 

今後、中間報告会は３月中旬まで各組で開催され、そこでいただいたご意見を計画書

に反映しながら、「慶讃事業計画書（案）」を策定し、本年７月の教区会・教区門徒会に

議案として提出できるよう作業を進めていきます。 

 

研修会（公開）のおしらせ 詳細は、三重教区・桑名別院ホームページを参照ください 
聖典基礎講座  
◎期  日 ３月６日（木）、５月８日（木） 
◎時  間 １３：３０ ～ １６：３０ 

◎会  場 三重同朋会館 ※ Zoomを使用したオンライン併用 
◎講  師 高柳 正裕 氏（学仏道場「回光舎」舎主） 
◎テ ー マ 「仏に遇う－真実の自己・世界に遇う－」 

◎参 加 費 ３，０００円（年間５回分） 

◎申し込み 三重教区・桑名別院ホームページ 

→ https://mie-betsuin.com/2024/08/07/seitenkisokouza2024/ 
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得度義務研修会 

◎日  時 ３月３１日（月）１０：００～１５：３０ 

◎会  場 三重同朋会館３階講堂（桑名市北寺町 47） 

◎対  象 得度式受式時に満９歳以上で、2025年５月以降に得度式受式を希望する者 

 ※ 三重教区においては、得度出願の条件として、当研修会の受講が義務付けられてい

ます。詳細は『教務所通信』（2024 年 12 月号）同封の通知文（三重教発第２２号）

をご参照ください。 

 

真宗教団連合三重県支部からのお知らせ 
 

○ 真宗教団連合三重県支部５０周年記念大会について（ご案内） 
このたび、「宗祖親鸞聖人御誕生８５０年・立教開宗８００年・真宗教団連合結成 

 ５０周年記念事業・真宗教団連合三重県支部５０周年記念大会」（真宗教団連合三重県

支部主催）を開催いたします。 

お念仏を称え、真宗の教えを聞くことによって、今までの自分の在り方を見つめ直す

機会となり、今後私たちがどうしていけば良いか考える記念大会となることを願いとし

ています。 

そこで、教団の枠をこえて講演の講師を招き、広い視点で「われら」を見つめ直す機

会となること、また、宗派の枠をこえて「和訳正信偈」でのお勤めや音楽法要という形

で開催し、共に生きる「われら」の一歩としたいと思います。 

つきましては、是非とも有縁方々をお誘いあわせのうえ、ご参加くださいますようご

案内いたします。 

なお、三重教務所にて入場整理券をお渡しいたしますので、詳細につきましては、同

封のチラシをご参照ください。 

 

日 時：５月１０日（土）１３：３０～１５：３０ 

場 所：真宗高田派 本山専修寺 御影堂（津市一身田町２８１９） 

講 演：「出遇い（であい）」武田鉄矢 氏 ／英月 氏 

申 込：三重教区・桑名別院ホームページ https://mie-betsuin.com//、 

又は、別紙申込書に記入の上 FAXにて三重教務所まで申し込みください。 

その他：参加無料。先着１６０名（大谷派割当数）とさせていただきます。 

    お早めに申し込みください。 

※ 大会中の音楽法要では、大谷派三重教区の合唱団「ひかり」による合唱 

があります。 

 

                   申し込みはこちらから➡ 
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D i a l o g u e （ダイアローグ・対話）   ― 教区教化委員会報告― 

○ 教化事業構築のための学習会（元気なお寺づくり講座） 
２月１４日、慶讃記念事業として計画中の「人生

を考える終活サポート講座（仮称）」実施に向けた準

備学習として、教区教化委員全員（４６名）を対象

に開催されました。東京教区専福寺住職の二階堂行

壽氏を講師に迎え、『ライフエンディング ノート 生

きることを始めるための遺言ノート』（東京・真宗会

館発行）を活用した実践的な真宗入門の学びを通じ

て、僧分と門徒の新たな「共学のかたち」を体験し

ました。ノートは別冊を含む二冊に編纂されていま

す。別冊の『家族への連絡ノート』は財産、葬儀、

遺言についてなど、一般の「終活エンディングノート」に準ずるものです。本編『生きるこ

とを始めるための遺言ノート』は「これからの人生をどのように考えて、そしてどう生き始

めるのか。改めて自分が歩んできた人生に向き合い、仏の教えに尋ね、浄土真宗の『宗活』

をご一緒に考えてまいりましょう（はじめに より）」とあるように、現在どう生きているか、

過去どう生きてきたか、未来どのように生きたいかを時間をかけて、ひとつずつ確かめ直し、

書き直ししながらノートに埋めていける構成です。 

ノート作成が機縁となって、家族やお寺に集う同朋とともに人生を語り合う場が開かれ、

「南無阿弥陀仏を申す生活」が相続されて行く。そういう継続可能な事業のひとつとして、

展開していける可能性が確認できた学習会となりました。 

 

○ 教学研究室 

２月４日課題別学習会第３回を開催した。初回より継続して是旃陀羅問題学習テキスト

『御同朋を生きる』の第三章に中心をおいて読み、提起された「禁母縁」第三段の読み直し

についての見解を把握することを目的としている。教研室、「差人考」協議会、教区寺院活

性化室から９名が参加した。 

学習会では先ず、『観経』序分の文脈を重視して「是旃陀羅」語の現代語訳を試みる際に、

本テキスト「この「無道害母」の「無道」をどう読むかによって、「是旃陀羅」の語の読み

方がかわってくる」（74 頁）という提起に沿い、①「無道害母（無道に母を害す）」②「汚

刹利種（刹利種を汚す）」③「是旃陀羅（これ旃陀羅なり）」の三語を中心に文脈を確かめな

がら意見を交換した。 

本テキストではその三語について、従来の読解と今回の読解とを対比しながら解説がなさ

れている。①無道害母（無道に母を害す）」の「無道」とは逆悪無道、人道に悖るの意味か、

あるいはクシャトリアの道（慣習法）にはずれるという意味か。②「汚刹利種（刹利種を汚

す）」とはクシャトリアの名誉を汚すの意味か、またはクシャトリア種姓（の浄性）を汚す

という意味か。①②を踏まえて③「是旃陀羅（これ旃陀羅なり）」を「あなたは『チャンダ

ーラ』と同類である」と比喩的表現と解釈するのか。それとも「これは『チャンダーラ』の

すること（所行）である」と所行の語を付加して読むべきか。あるいは「この（クシャトリ

ア種姓を汚す）ものは、『チャンダーラ』である」と文字通りに断定的表現と読むべきか。

以上の対比を踏まえながら藤嶽室長の提言を中心に話し合い、課題整理を行った。 
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また、今回提示された読み直しに伴う『現代の聖典』（教区壮年特別伝道推奨テキスト）の一部

修正にあたり、当該テキストを使用してきた実績の点検と総括が、今後の教区教化の展開に

不可欠であることが提起された。次回、第４回は前教学研究所長宮下晴輝師を講師に迎えて

４月に開催する。（事務局） 

 

○ 同和問題に取り組む三重県宗教教団連帯会議（三重同宗連）後期研修会開催－

「差別と人間を考える」協議会の現地研修と兼ねて― 
去る２月１９日から２０日の１泊２日にて、同和問題に取り組む三重県宗教教団連帯

会議（三重同宗連）後期研修会が開催され、５教団２４名が参加しました。（三重教区

からは１３名参加） 

今年度は、テーマを「部落差別問題」基礎学習として、昨年６月に、反差別・人権研

究所みえ（ヒューリアみえ） 事務局次長の本江優子氏を招き、講題「なぜ部落差別に

ついて学ぶのか？－部落差別の現状と課題－」として前期研修会を行い、今回の後期研

修会に臨みました。 

１日目は、大阪市浪速区で「リバティおおさか」が行っているお話とフィールドワー

クに参加しました。まず、担当の方に「太鼓と皮革のまちを歩く」というテーマでお話

をいただき、その後でフィールドワークとして、太鼓づくりの歴史を持つ浪速区の街を

歩きました。全国的に寒波が襲来しており、大阪府でも雪がちらつく非常に寒い日でし

たが、江戸時代から続く差別問題についてのお話に、参加者は熱心に耳を傾けていまし

た。 

２日目は、羽曳野市の南食ミートセンターを訪れ、食肉加工を見学しました。加工見

学については、以前は工場の中に入り全体を見学できたそうですが、現在は衛生上の問

題などから、一部のみの見学となっていました。ミートセンターでは職員の方から、昔

から続く差別の現状についてお話を聞きました。また、近隣の施設のフィールドワーク

も行いました。 

 

他教区からのお知らせ 
 

○ 名古屋真宗学院生募集について 
このたび、２０２５年度の名古屋真宗学院生の募集が開始されました。 

大谷派教師資格の取得を考えておられる方は、同封の「名古屋真宗学院入学案内」を

参照いただき、申込くださいますようお知らせします。 

 

○ 『大無量寿経聞思録』チラシについて 
このたび、岩手真宗会館より、『大無量寿経聞思録』が発刊されます。 

『大無量寿経聞思録』は、伊東慧明師（三重教区西弘寺住職：当時）が岩手真宗会館

において１９９４年９月から２００８年までの１５年間にわたり講述された大無量寿経

講座を纏めたもので、全１８巻を、１０年間での配本する予定です。 

なお、詳細については同封のチラシをご参照ください。 
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今月の法語 

 

 

 

 

 

 

 

晴耕雨読（教務所員から） 

 

嘱託：髙科 行 

― 汝はこれ凡夫なり ― 

 

 私は動物愛護派である。 

今日まで、数多くの金魚やカナリヤたちと３匹のネコ、７匹のイヌの

飼育経験を持ち、その多くを見送り、葬儀を執り行ってきた。現在８代

目のイヌとの間柄を構築中で、散歩に勤しんでいる。少なくとも、動物

たちが憎悪の対象となったことはない。彼らの健全な発育と幸せを願い、

感謝の気持ちでおつき合いを続けてきた。シカし…。 

忘月忘日。S寺同朋の会の帰途、K町Oの外灯のない夜道をクルマで

走行中「こんな寒い日は、湯豆腐に温カンでも…」と、今夜のメニュー

の検討を始めたその瞬間「ドーン、ドガガーン」「ナ、ナニガオコッタノ」か。 

右前方ライトの中にシカの横顔が浮かび、彼（彼女？）の左目と目が合った。「エーッ、シ

カと衝突ウーッ」、時速７０㎞以上で激突したにも関わらず、彼女（彼？）は少し慌てた様子

で闇の中へ走り去っていった。クルマは右前方が大きく損壊し、運転席側ドアが開かない。

「ウチの財務相に対しこの不都合な事実をどう隠蔽し、虚偽報告をし、非公開とするか…」な

どと、フジテレビ幹部のような気持ちで途方にくれる。 

翌日、修理工場で見積り額を聞いて目が飛び出た。財務相の怒りの形相がフラッシュバック

する。絶体絶命だ。私は怒りと恐怖にふるえて「シカはこれ賊なり。すなわち利剣を執りてそ

のシカを害せんとす。お釈迦さま、私にむかし何の罪があってこのような目にあうのでしょう。

それにお釈迦さまはどういうわけであの憎いシカを特に

かわいがり、側においておられるのでしょうか」と、愚

痴と怨みのありったけをぶちまけました。時に一人の主

計あり、名をば Oという。聡明にして多智なり。礼をな

して言さく「本山の就業規定では『自家用車の事故によ

る損害賠償責任は本人が負うものとし、任意保険の加入

を条件とする』ということで、労災認定は難しいようで

す」と。主計も賊なり、賊と伴たり。 

そうなのです。私は動物愛護派の仮面をつけた不完全

な人間、凡夫そのものなのです。 

「不完全であるというのはいいなと。そこに向き合え

るのは好かったなと…。」って（低所得者には）全然好くないっ！ 

自分の人生を愛せ。 

そして、自分の愛する人生を生きろ。 

ボブ・マーリー（1945 - 1981）  
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MONTHLY CALENDAR 三重教区３月行事予定表  Mie MONTHLY CALENDAR 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同封書類 
① ご坊さんだより 

② 慶讃ニュース 

③ 別院人生講座ポスター・チラシ 

④ 別院彼岸会ポスター・チラシ 

⑤ 東海連区坊守研修会チラシ・東海連区坊守研修

会三重教区バス研修のご案内・東海連区坊守研修

会参加申込書 

⑥ 真宗教団連合三重県支部５０周年記念大会チラ

シ・申込用紙 

⑦ 東日本大震災のつどいチラシ  

⑧ 名古屋真宗学院生募集チラシ 

⑨ 『大無量寿経聞思録』チラシ 

 

3月以降（4 ヵ月）の行事予定は、ホームページで公

開していますのでご確認ください。 

  

 

ＱＲコードはこちら➡ 
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note 

 

日 曜 行事内容 

1 土  

2 日 桑名組特伝本講座①13：00- 

3 月 過疎過密支援員講習 10：00-（オンライン） 

4 火 慶讃中間報告巡回（桑名組）14：00- 

5 水 
坊守会役員会 13：00- ／ 慶讃中間報告巡

回（伊賀組）14：00-（於：圓明寺） 

6 木 聖典基礎講座④13：30- 

7 金 合唱団「ひかり」練習日 13：00- 

8 土  

9 日  

10 月 
真宗教団連合三重県支部北勢ブロック研

修会 13：30- 

11 火 東日本大震災のつどい 13：30- 

12 水 

東海連区児連定例会 12：30-（於：岡崎教

務所） ／ 慶讃中間報告巡回（三講組）13：

00-（於：圓福寺） 

13 木 
慶讃中間報告巡回（中勢２組）13：30-（於：

芸濃庁舎） 

14 金 教研月例会 13：30- 

15 土 三重組３部特伝企画会 13：30-（於：未定） 

16 日  

17 月 広報部会 13：30- 

18 火  

19 水 特伝協議会 13：30- ／ 児連定例会 13：30- 

20 木  

21 金 教化機構検討部会 13：30- 

22 土  

23 日  

24 月  

25 火 参拝儀式部会 13：30- 

26 水 教学教化部会 13：30- 

27 木 慶讃常任委員会 13：30- 

28 金  

29 土  

30 日  

31 月 得度義務研修会・得度考査 10：00- 

【 敬 弔 】 生前のご功労を深謝し謹んで

哀悼の意を表します。（敬称略） 

南勢１組 淨源寺 前坊守 藤岡 孝子 

（２０２５年１月２８日寂） 


